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【日　　時】 ５月13日(日)、９時開会(小雨決行)

【場　　所】 陸上競技場(市内阿志岐)
※駐車場は御笠グラウンドです。

【参加資格】 市民および市内に通勤・通学している人

◎種目、申し込み方法など詳しくは、本号の９ページを
ご覧ください。

緑豊かな宝満山のふもとでさわやかな汗を流しましょう!!

多くのみなさんの参加を待っています。

【問い合わせ先】
勤労青少年ホーム内
筑紫野市体育協会事務局　

９２５局４８０１
ＦＡＸ ９２２局７５９３



２

■
手
数
料(

お
つ
り
が
出
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す)

▽
新
規(

新
た
に
犬
を
飼
う
人
、
人

か
ら
譲
り
受
け
て
未
登
録
の
人
）

６
０
５
０
円(

登
録
料
３
０
０
０

円
・
注
射
２
５
０
０
円
・
注
射
済

票
５
５
０
円)

▽
継
続(

平
成
７
年
度
以
降
に
登
録

さ
れ
て
い
て
注
射
の
み
す
る
犬)

３
０
５
０
円(

注
射
２
５
０
０

円
・
注
射
済
票
５
５
０
円)

■
受
付
要
領

☆
登
録
済
の
人
に
は
予
防
注
射
の
案

内
の
ハ
ガ
キ
を
出
し
ま
す
の
で
、

必
ず
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
新
規
登
録
の
人
は
、
愛
犬
チ
ェ
ッ

ク
票(

隣
組
回
覧
で
配
布)

に
記
入

し
て
持
参
、
ま
た
は
当
日
会
場
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
市
外
か
ら
引
っ
越
し
て
来
き
た
人

は
、
事
前
に
登
録
事
項
変
更
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。(

鑑

札
持
参)

☆
必
ず
首
輪
を
し
っ
か
り
と
締
め
、

丈
夫
な
ひ
も
な
ど
で
つ
な
い
で
、

犬
を
押
さ
え
ら
れ
る
人
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

☆
日
程
表
の
と
お
り
各
会
場
１
回
の

み
の
注
射
と
な
り
ま
す
の
で
、
日

時
な
ど
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
注
意
事
項

当
日
、犬
が
下
痢
を
し
て
い
た
り
、

妊
娠
中
や
生
理
中
で
あ
っ
た
り
、

発
情
し
て
い
た
り
し
た
場
合
は
、

会
場
に
連
れ
て
来
て
も
注
射
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
調
が
良
い
場

合
で
も
、
犬
を
押
さ
え
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
は
注
射
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
後
日
必
ず
動
物
病
院
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
、
料
金

が
違
い
ま
す
の
で
動
物
病
院
で
確

認
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
は

な
ぜ
必
要
？

狂
犬
病
は
、
近
隣
の
韓
国
・
中
国

を
は
じ
め
と
し
て
ア
メ
リ
カ
・
ア
フ

リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
、
小
さ
な

犬の登録と狂犬予防注射の日程

島
国
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
国
で
発
生

し
て
お
り
、
そ
の
主
な
原
因
は
狂
犬

病
の
犬
に
咬
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

今
で
も
、
海
外
で
は
年
間
３
万
〜

５
万
人
の
人
が
死
亡
し
、
日
本
で
も

昨
年
２
人
の
死
亡
者
を
出
し
て
い
る

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
海
外
交
流
が

頻
繁
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
、い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状

況
で
す
。
発
病
す
れ
ば
治
療
法
が
な

く
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
が

予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
必
ず

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

環
境
保
全
課

市
で
は
４
月
と
５
月
に
市
内
を

巡
回
し
て
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
集
団
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
新
た

に
犬
を
飼
っ
た
人
は
注
射
を
受
け
て

登
録
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
狂
犬
病

予
防
注
射
は
一
年
に
一
度
必
ず
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
日

程
が
合
わ
な
い
場
合
は
、
動
物
病
院

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。(

そ
の
場
合
、

料
金
が
違
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
受

け
て
く
だ
さ
い
。）
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３

市
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
生
ご
み
処

理
機
な
ど
の
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象

市
民
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
か
く
は
ん
式
生
ご
み
処
理
機

(

電
気
式
お
よ
び
手
動
式
）

１
世
帯
１
基
ま
で

▽
生
ご
み
処
理
容
器

(

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
）

１
世
帯
２
基
ま
で

●
補
助
額

購
入
額
の
２
分
の
１

※
た
だ
し
、
１
基
あ
た
り
２
万

５
０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま

す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書(

ご
み
減
量
推
進
課
に

あ
り
ま
す)

・
領
収
書(

写
し)

・
処
理
機
に
添
付
さ
れ
て
い
る

メ
ー
カ
ー
の
保
証
書(

写
し)

・
請
求
書(

ご
み
減
量
推
進
課
に

あ
り
ま
す)

・
預
金
通
帳
な
ど
振
込
先
口
座

の
内
容
が
わ
か
る
も
の(

郵
便

局
は
除
く)

・
認
印(

請
求
書
に
必
要
で
す)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ご
み
減
量
推
進
課

ビンは出
だ

し方
かた

を守
まも

って出
だ

してください!!
ビン・ガラス類の袋で収集したビンは、宝満環境センター

で色ごとに分けてからリサイクル業者に引き渡した後に、ビ

ンからビンにリサイクルされています。しかし、収集したビ

ンの品質が悪いため、引き取りを拒否される恐れがあります。

以下のことを必ず守って出してください。

ここで言う「ビン」は、飲料用、調味料、インスタントコ

ーヒーなど全てを含みます。

① 必ずキャップをはずす

プラスチック製キャップは燃える

ごみに、アルミ製キャップは金

属・陶器類の袋で出してください。

② 必ず中身を出して洗う

③ 指定袋に入れて

収集日に出す

※できればラベルも

はがしてください。

ほぼ全てキャップがついた

ままの白色ビン

（宝満環境センター撮影）【問い合せ先】ごみ減量推進課

ごみ袋
ぶくろ

がより使
つか

いやすくなります
～平成19年4月から順次切り替えます～

◆変更内容

ごみ袋の切り取り線が現在の直線型から波

型に変わります。これによって、今までよ

り少ない力で切り取ることができます。

※この変更による袋の容量・耐久性などの使

用上の影響はありません。

【問い合わせ先】ごみ減量推進課
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1９２３局１１１１)にお願いします



４

◆
自
転
車
駐
車
場
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

市
に
は
７
カ
所
の
有
料
自
転
車
駐

車
場
と
、
２
カ
所
の
無
料
自
転
車

駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。(

別
表
１

参
照)

通
勤
・
通
学
な
ど
で
駅
を
利
用
す

る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
駅
周
辺
へ
買

い
物
な
ど
に
行
く
際
は
、
自
転
車

駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
使
用
料
は
『
別
表
２
』
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
、
定
期
を
購

入
す
る
場
合
は
、
学
生
証
・
本
人

を
確
認
で
き
る
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
ご
存
じ
で
す
か
？

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
・
西
鉄
二
日
市
駅
・

Ｊ
Ｒ
天
拝
山
駅
・
西
鉄
朝
倉
街
道

駅
・
Ｊ
Ｒ
原
田
駅
・
西
鉄
筑
紫
駅

周
辺
に
は
、
放
置
禁
止
区
域
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
放
置
禁
止
区
域
は
、
自
転
車

の
放
置
を
防
止
し
、
良
好
な
生
活

環
境
の
確
保
と
交
通
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
に
、
昭
和
61
年
４
月
１

日
に
施
行
し
た
「
筑
紫
野
市
自
転

車
の
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
い
て
指
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。

指
定
区
域
に
は
、
自
転
車
放
置
禁

止
区
域
の
標
識
を
設
置
し
、
自
転

車
の
駐
輪
指
導
と
放
置
自
転
車
の

撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
放
置
自
転
車
に
つ
い
て

放
置
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
は
、
撤
去
し
て
二
日
市
・
立

明
寺
・
原
田
地
区
の
３
カ
所(

別
表

１
参
照)

の
自
転
車
保
管
所
に
保
管

し
ま
す
。

別
表
１：

自
転
車
駐
車
場
・
自
転
車
保
管
所
連
絡
先

別
表
２：

自
転
車
駐
車
場
使
用
料

保
管
し
た
自
転
車
は
、
所
有
者
の

調
査
を
行
い
、
所
有
者
が
判
明
し

た
場
合
は
、
返
還
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

２
カ
月
経
過(

所
有
者
が
判
明
し
な

い
場
合
は
３
カ
月)

し
て
引
き
取
り

が
な
い
場
合
は
処
分
し
ま
す
。

保
管
し
て
い
る
自
転
車
を
返
還
す

る
と
き
に
は
、
撤
去
・
保
管
費
用

と
し
て
一
台
に
つ
き
１
０
５
０
円

を
徴
収
し
ま
す
。

ま
た
、
返
還
の
際
は
、
本
人
を
確

認
で
き
る
証
明
書
・
印
鑑
・
鍵
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
返
還
時
間

▽
月
〜
金
曜
日

12
時
〜
19
時
30
分

▽
土
　
曜
　
日

12
時
〜
15
時

※
日
曜
日
と
祝
日
は
、
返
還
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
自
転
車
に
は
防
犯
登
録
を

平
成
６
年
「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転

車
等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推
進
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
に
伴
い
、
自
転
車
に
は
防
犯
登
録
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

防
犯
登
録
は
、
自
転
車
の
盗
難
予
防
と
被
害
の
迅
速

な
回
復
、
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
の
所
有
者
確
認
に
も

役
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
防
犯
登
録
手
続
き
は

購
入
し
た
自
転
車
販
売
店
ま
た
は
交
番
・
防
犯
協
会

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
費
用

一
台
に
つ
き
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

維
持
課
管
理
担
当

義
務
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と

認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
、
学
用
品
費
や
給
食
費

な
ど
の
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。

●
対
象
者(

次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯)

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
世
帯

②
平
成
18
年
度
市
民
税
所
得
割
額

が
、
平
成
19
年
度
認
定
基
準
額

以
下
の
世
帯

③
生
活
保
護
の
停
止
・
廃
止
を
受

け
て
１
年
以
内
の
世
帯

●
受
付
期
間

５
月
末
日
ま
で
の
申
請
は
、
４

月
か
ら
認
定
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

そ
れ
以
降
の
申
請
は
、
申
請
月

の
翌
月
か
ら
の
認
定
と
な
り
ま

す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
市
内
各
小
・
中
学
校

▽
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

CHIKUSHINO CITY 2007.4.1



■
５
月
か
ら
公
共
下
水
道
を
使

え
る
区
域
が
広
く
な
り
ま
す

５
月
か
ら
供
用
開
始
す
る
区
域
は

山
家
６
区
・
山
家
７
区
・
山
家
８

区
・
原
・
若
江
の
一
部
で
す
。

■
地
元
説
明
会
を
開
き
ま
す

５
月
か
ら
供
用
開
始
す
る
区
域
を

対
象
に
地
元
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

土
地
・
建
物
の
所
有
者
お
よ
び
居

住
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
土
地
に
地
上
権
な
ど
設
定

さ
れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者
は
、

権
利
者
も
一
緒
に
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。(

対
象
区
域
は
、
業
務
課

か
ら
後
日
、
配
布
す
る
地
図
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い)

■
排
水
設
備
の
設
置
や
便
所
の

水
洗
化
工
事
は
お
早
め
に

下
水
道
は
、
各
家
庭
が
く
み
取
り

便
所
の
水
洗
化
や
台
所
・
風
呂
な

ど
の
排
水
設
備
の
設
置
工
事
を
行

な
い
、
下
水
道
に
流
す
こ
と
に
よ

っ
て
初
め
て
価
値
あ
る
も
の
に
な

り
ま
す
。

下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
に
な
る

と
家
屋
の
所
有
者
は
、
供
用
開
始

の
日
か
ら
３
年
以
内
に
く
み
取
り

便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
こ

と
や
、
台
所
・
風
呂
な
ど
の
生
活

排
水
は
遅
滞
な
く(

一
年
以
内)

、

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と

が
、
下
水
道
法
な
ど
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
尿
浄
化
槽
に

つ
い
て
も
遅
滞
な
く
廃
止
し
、
公

共
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
水
洗
便

所
に
改
造
し
ま
し
ょ
う
。

■
水
洗
便
所
改
造
等
資
金
の

融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

市
で
は
、
水
洗
化
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
改
造
工
事
に
必
要
な

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
融
資
額
は
自
己
住

宅
が
50
万
円
以
内
、
貸
家
な
ど
は

一
戸(

便
所
１
カ
所)

当
た
り
50
万

円
以
内
で
す
。
申
し
込
み
手
続
き

は
市
指
定
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
。

■
受
益
者
負
担
金
お
よ
び

分
担
金
制
度

下
水
道
の
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を

受
け
る
土
地
の
所
有
者
に
下
水
道

建
設
費
の
一
部
を
一
度
だ
け
負
担

し
て
い
た
だ
き
、
下
水
道
整
備
を

一
日
も
早
く
計
画
的
に
実
施
し
よ

う
と
い
う
の
が
受
益
者
負
担
金
お

よ
び
分
担
金
制
度
で
す
。

負
担
金
お
よ
び
分
担
金
は
、
土
地

の
面
積
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

２
８
０
円
を
乗
じ
た
金
額
と
な
り

ま
す
。

■
下
水
道
使
用
料

下
水
道
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る

と
汚
水
の
排
出
量
に
応
じ
て
下
水

道
使
用
料
を
２
カ
月
ご
と
に
納
め

て
い
た
だ
き
、
下
水
道
施
設
の
維

持
・
管
理
運
営
費
に
あ
て
ら
れ
ま

す
。

例
え
ば
、
水
道
水
だ
け
を
利
用
の

家
庭
で
は
、
基
本
料
金
と
使
用
さ

れ
た
水
道
水
量
に
基
づ
い
た
従
量

使
用
料
を
合
わ
せ
た
額
と
な
り
ま

す
。

■
水
洗
化
工
事
は

市
指
定
工
事
店
へ

宅
地
内
の
排
水
設
備
や
水
洗
化
工

事
は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
店
で

な
け
れ
ば
工
事
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
水
洗
化
工
事
を
す
る

と
き
は
直
接
指
定
工
事
店
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店
は
、
市
が
定
め
た
技

術
基
準
に
基
づ
い
て
施
工
し
、
工

事
完
了
後
、
市
が
検
査
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
業
務
課

(

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
前
・
上
下
水
道

部
庁
舎
２
階
）

▽
料
金
に
関
す
る
こ
と

９
２
３
局
７
１
１
１

▽
宅
地
内
工
事
に
関
す
る
こ
と
　

９
２
３
局
７
１
７
２

５

新新新新ああ
らら

たたたた
にににに
下下下下げげ

水水水水すす
いい

道道道道どど
うう

をををを
利利利利りり

用用用用よよ
うう

でででで
きききき
るるるる
区区区区くく

域域域域いい
きき

のののの
おおおお
知知知知しし

らららら
せせせせ

〜
快かか

いい

適てて
きき

な
環かか

んん

境
きき
ょょ
うう

づ
く
り
を
め
ざ
し
て

水すす
いい

洗せせ
んん

ト
イ
レ
に
改かか

いい

造ぞぞ
うう

し
ま
し
ょ
う
〜

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
快
適
な

生
活
は
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
願
い
と
は
反
対
に

生
活
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
私
た

ち
の
周
り
の
川
や
海
は
徐
々
に
汚
れ

て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を

私
た
ち
の
世
代
だ
け
で
な
く
、
次
の

世
代
ま
で
も
引
き
継
い
で
い
く
担
い

手
と
し
て
「
下
水
道
」
の
整
備
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
日
、
せ
っ
か
く
完
成
し
た
下
水

道
施
設
も
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
、
価
値
の
な
い
も
の

に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
地
域
の
生

活
環
境
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
日
も
早
い
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

《地元説明会日程表》

※各自の地元の行政区会場に参加できない

場合は、他のどの会場に参加してもかま

いません。
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1９２３局１１１１)にお願いします



６

《
家
屋
の
評
価
》

☆
家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の

家
屋
に
は
、
住
宅
、
店
舗
、
倉
庫

や
工
場
そ
の
他
色
々
な
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
家
屋
と
認
定
さ
れ
る

建
物
は
、
そ
の
種
類
や
大
き
さ
に

か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
に
土
地
に

定
着
し
て
建
造
さ
れ
、
屋
根
と
外

壁
な
ど
が
あ
り
、
風
雨
を
し
の
ぎ

外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
た
一
定
の
空

間
を
も
つ
建
物
と
さ
れ
、
課
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

車
庫
で
は
、
堀
車
庫
な
ど
周
り
に

壁
の
あ
る
も
の
は
家
屋
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
カ
ー
ポ
ー
ト
の
よ

う
に
屋
根
だ
け
の
車
庫
は
、
家
屋

と
は
認
定
い
た
し
ま
せ
ん
。
物
置

で
は
、
簡
易
な
プ
レ
ハ
ブ
物
置
な

ど
で
も
、
土
地
に
定
着
し
て
い
れ

ば
家
屋
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

☆
家
屋
を
建
て
た
ら

新
築
や
増
築
し
た
場
合
、
だ
れ
の

所
有
物
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
る

た
め
、
不
動
産
登
記
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
原
則
と
し
て

「
建
物
登
記
簿
」
に
登
記
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

「
建
物
登
記
簿
」
か
ら
抹
消
す
る

登
記
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
手
続
き
は
、
法
務
局
で
行
う

こ
と
か
ら
、
市
役
所
へ
の
連
絡
は

特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

登
記
さ
れ
な
い
家
屋
を
建
て
た
場

合
や
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
建
物

を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
市
役
所

に
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

☆
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て

家
屋
の
評
価
は
、
新
築
時
や
増
築

時
に
、
家
屋
の
実
地
調
査
を
行
い

ま
す
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
総
務

大
臣
が
定
め
た
「
固
定
資
産
評
価

基
準
」
に
基
づ
い
て
評
価
額
を
算

出
し
ま
す
。「
固
定
資
産
評
価
基

準
」
で
は
、
家
屋
の
評
価
に
当
た

っ
て
「
再
建
築
価
格
」
を
基
準
に
、

「
再
建
築
費
評
点
基
準
表
」
に
よ

り
求
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま

す
。
再
建
築
費
評
点
基
準
表
で
求

め
た
評
点
数
に
、
建
築
年
数
の
経

過
に
よ
る
減
点
補
正
な
ど
を
行
い

評
価
額
を
定
め
ま
す
。
そ
の
計
算

式
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

う
よ
う
な
も
の
が
、
建
築
資
材
ご

と
に
点
数
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
３
年
ご
と
の
評
価
替
に
つ
い
て

「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
は
、
３

年
毎
に
材
料
費
や
労
務
費
の
変
動

な
ど
に
よ
っ
て
見
直
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
家
屋
を
壊
し
た
、
新
築

軽
減
の
期
限
が
到
達
し
た
な
ど
の

理
由
が
な
い
限
り
、
３
年
間
は
同

一
評
価
と
な
り
ま
す
。
家
屋
の
評

価
は
、
３
年
ご
と
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
基
本
的
に
建
築
経
過
年

補
正
を
行
う
こ
と
か
ら
評
価
が
下

が
り
ま
す
。
例
外
的
に
材
料
費
や

労
務
費
な
ど
が
高
騰
し
た
場
合
、

経
過
年
数
に
応
じ
た
減
価
を
行
っ

て
も
、
前
年
の
評
価
額
を
上
回
る

場
合
は
前
年
の
評
価
額
に
据
え
置

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
平

成
18
年
度
が
評
価
替
え
の
年
で
、

次
回
は
平
成
21
年
度
が
評
価
替

え
の
年
と
な
り
ま
す
。

《
償
却
資
産
の
評
価
》

☆
償
却
資
産
と
は

「
償
却
資
産
」
と
は
、
事
業
を
営

む
個
人
や
法
人
が
、
事
業
の
た
め

に
所
有
す
る
構
築
物
・
機
械
・
器

具
・
備
品
な
ど
の
資
産
を
償
却
資

産
と
い
い
ま
す
。
土
地
・
家
屋
と

同
様
に
固
定
資
産
税
の
課
税
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

償
却
資
産
は
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
資
産
の
状
況
に
よ
り
課
税
し
ま

す
。事
業
を
営
む
個
人
や
法
人
は
、

資
産
の
種
類
、
取
得
価
額
、
取
得

時
期
、
耐
用
年
数
な
ど
を
毎
年
申

告
し
ま
す
。
償
却
資
産
も
固
定
資

産
評
価
基
準
に
則
り
評
価
い
た
し

ま
す
。
評
価
額
は
、
償
却
資
産
の

取
得
価
額
を
基
礎
と
し
、
耐
用
年

数
に
応
じ
た
償
却
資
産
の
価
値
の

減
少
を
考
慮
し
算
出
し
ま
す
。

「
広
報
ち
く
し
の
・
３
月
１
日
号
」

で
は
土
地
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
家
屋

と
償
却
資
産
で
す
。

「
評
価
額
」
＝

「
再
建
築
費
評
点
数
」
×

「
経
年
減
点
補
正
率
」
×

「
評
点
一
点
当
た
り
の
価
額
」

●
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

☆
家
屋
調
査
で
調
べ
る
こ
と

家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
た
場
合
、

所
有
者
の
立
会
い
の
下
、
家
屋
調

査
を
行
い
ま
す
。
家
屋
調
査
で
は
、

家
屋
の
構
造
、
用
途
、
床
面
積
な

ど
の
確
認
、
使
用
さ
れ
た
建
築
材

料
や
設
備
内
容
、
屋
根
や
外
壁
な

ど
外
周
り
の
調
査
も
合
わ
せ
て
行

い
ま
す
。
調
査
時
間
は
家
屋
の
規

模
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
１
時
間

程
の
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。
新

築
・
増
築
さ
れ
た
ら
家
屋
調
査
に

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

☆
再
建
築
価
格
、
再
建
築
費
評

点
基
準
表
に
つ
い
て

家
屋
の
客
観
的
価
値
を
求
め
る
方

法
と
し
て
、
総
務
大
臣
が
定
め
た

「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
礎
で
は
、

再
建
築
価
格
を
基
礎
と
す
る
方
法

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
建
築

価
格
と
は
、
当
該
家
屋
を
再
度
建

築
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
建
築

費
の
こ
と
で
す
。
再
建
築
費
評
点

基
準
表
は
、
こ
の
再
建
築
価
格
を

求
め
る
た
め
の
も
の
で
、
家
屋
の

構
造
や
用
途
別
に
一
般
的
な
建
築

材
料
の
再
建
築
費
の
評
点
数
を
定

め
て
い
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、「
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
張
り

の
床
を
施
工
す
る
た
め
の
１
㎡
当

た
り
の
建
築
費
は
い
く
ら
」
と
い

☆
よ
く
あ
る
質
問

Ｑ：

平
成
15
年
８
月
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度

分
か
ら
税
額
が
急
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

Ａ：

新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
、
一

定
の
要
件
に
充
た
す
と
き
は
、
新

た
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
年
度
か
ら
３
年
度

分
に
限
り
、
税
額
が
２
分
の
１
に

減
額
さ
れ
ま
す
。
平
成
16
・

17
・
18
年
度
分
に
税
額
が
２
分

の
１
に
減
額
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
減
額
適
用
期
間
が
終
了
し
た

こ
と
に
よ
り
、
本
来
の
税
額
に
戻

っ
た
も
の
で
す
。

CHIKUSHINO CITY 2007.4.1



◎
環
境
審
議
会
と
は
？

筑
紫
野
市
環
境
審
議
会
設
置
条
例

に
規
定
さ
れ
る
機
関
で
、
筑
紫
野

市
環
境
基
本
計
画
の
進
行
管
理
を

は
じ
め
市
の
環
境
行
政
全
般
の
審

議
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

・
環
境
行
政
に
関
心
が
あ
る
筑
紫
野

市
民

・
現
在
、
市
の
各
種
審
議
会
・
委
員

会
な
ど
の
委
員
に
就
任
さ
れ
て
い

な
い
人

・
審
議
会
に
出
席
で
き
る
人

※
会
議
日
時
は
月
〜
金
曜
日
の
９
時

〜
17
時
の
時
間
帯
に
２
時
間
程
度

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
人
数(

計
３
人)

▽
男
女
各
１
人(

学
生
を
除
く)

▽
高
校
生
以
上
の
学
生
１
人

※
い
ず
れ
か
の
区
分
で
応
募
が
な
か

っ
た
場
合
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
審
議
会
開
催

定
例
と
し
て
年
一
回(

11
月
ご
ろ

を
予
定
）。
こ
の
他
、
必
要
に
応

じ
て
開
催
し
ま
す
。

●
委
嘱
期
間

平
成
19
年
５
月
30
日
か
ら
３
年
間

●
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日(

お
よ
び
学
生
の
人
は

学
校
名)

を
記
入
し
て
４
月
20
日

(

金)

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。(

当
日
消
印
有
効)

。

※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
学
生
の
人
で
学
校
名
を
記
入
し
て

い
な
か
っ
た
場
合
、
一
般
で
の
選

出
と
な
り
ま
す
。

●
選
出
方
法

募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
26
日(

木)

11
時
〜

▽
場
所
　
市
役
所
本
庁
第
５
会
議
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818
‐
8686
（
住
所
記
入
不
要
）

市
環
境
保
全
課

「
環
境
審
議
会
委
員
募
集
」
係

行
ぎょうぎょう

政
せいせい

改
かいかい

革
かくかく

推
すいすい

進
しんしん

状
じょうじょう

況
きょうきょう

調
ちょうちょう

査
ささ

委
いい

員
いんいん

会
かいかい

からの

「意
いい

見
けんけん

書
しょしょ

」についてお知らせします

筑紫野市では、行政改革の取り組みの一つとして、

第三次行政改革大綱(推進期間＝平成13年度～平成17

年度)の具体的な取り組み事項を８分野32項目設定し、

関係課などがその推進にあたってきました。

推進期間が終了した平成18年度には、公募による

市民も参加した行政改革推進状況調査委員会にその推

進状況を報告し、項目ごと審議が行われました。

委員会から市長に対し、総括として「全体的には着

実な成果を認めることができる。しかし厳しい財政状

況から判断すれば、より一層の行政改革を進めること

が求められている。」とする内容の「意見書」の提出

がありました。

今後は、現在取り組んでいる財政健全化計画(修正

プログラムを含む)を着実に実施することにより行政

改革を推進します。

意見書および第三次行政改革大綱推進状況報告書

(平成18年度版)の全文については、筑紫野市公式ホー

ムページに掲載していますので参照ください。

なお、行政管理課での公開も行っています。

●問い合わせ先 行政管理課 行政管理担当

筑
ちくちく

紫
しし

野
のの

市
しし

男
だんだん

女
じょじょ

共
きょうきょう

同
どうどう

参
さんさん

画
かくかく

審
しんしん

議
ぎぎ

会
かいかい

委
いい

員
いんいん

募
ぼぼ

集
しゅうしゅう

性にかかわりなく、その個性と能力を充分に発揮

できる男女共同参画社会に向けた施策と施策の実施

状況を調査・審議する「筑紫野市男女共同参画審議

会」の委員を募集します。

●募集人員 ２人

●応募できる人

▽市内在住の18歳以上で男女共同参画推進に意欲と

関心がある人

▽応募時に市の各種審議会・委員会に３つ以上在籍し

ていない人

▽在任期間(２年間)の審議会(年７回程度)に出席でき

る人

●応募方法

住所、氏名、性別、年齢、職業、応募の動機(男女

共同参画を進めるためのあなたの考えを１２００字

程度にまとめたもの)を郵送または持参してくださ

い。

●応募締め切り ４月20日(金)必着

●選考 提出書類により審査し、決定します。

●申し込み・問い合わせ先

〒818－0057 市内二日市南１－９－３

生涯学習センター内　男女共同参画推進課

９１８局１３１１

７
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市民のスポーツの振興とスポーツ大会出場を支援す

るため、全国大会規模のスポーツ大会に出場する団体

または個人に対して助成金を交付します。

●助成の対象 対象となる大会は、国、地方公共団体、

または(財)日本体育協会の関係団体などが主催、共

催または後援し、市教育委員会が認める全国大会規

模のスポーツ大会です。

●対象者 予選大会などにより選出され全国大会に出

場する団体または個人の筑紫野市民。

●助成額 助成の額は、全国大会出場者１人あたり２

万円(１団体あたり20万円が限度)です。

●申請に必要な書類

①助成金交付申請書(ホームページからダウンロー

ドできます)、②予選大会の結果など全国大会に出

場することを証明できる書類、③出場する全国大会

の開催要項および出場登録名簿など

※申請方法など詳細は、スポーツ振興課まで問い合わ

せください。

●問い合わせ先 スポーツ振興課

９２５局４８０１

９

●
日
時

５
月
13
日(

日)

９
時
開
会(

小
雨
決
行)

●
場
所

陸
上
競
技
場(

市
内
阿
志
岐)

●
参
加
資
格

市
民
お
よ
び
市
内
に
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人

●
種
目

①
８
０
０
ｍ(

小
学
生
１
〜
３
年)

②
１
５
０
０
ｍ(

一
般
男
子
の
部
、
一
般
女
子

の
部
、
小
学
生
４
年
〜
６
年

の
部)

③
３
０
０
０
ｍ(

一
般
男
子
の
部
、
一
般
女
子

の
部)

④
小
学
生
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
、
10
分
の
１
マ

ラ
ソ
ン

42
・
１
９
５
km
を
２
０
０
ｍ
×
21
走
者
で

バ
ト
ン
リ
レ
ー

、

１
チ
ー
ム
10
〜
21
人
で

編
成
し
、
同
じ
人
が
３
回
ま
で
走
っ
て
よ
い
。

⑤
中
学
校
対
抗
リ
レ
ー
、
10
分
の
１
マ
ラ
ソ
ン

42
・
１
９
５
km
２
０
０
ｍ
×
21
走
者
で
バ

ト
ン
リ
レ
ー
、
１
チ
ー
ム
２
人
〜
21
人
で
編

成
し
、
同
じ
人
が
10
回
ま
で
走
っ
て
よ
い
。

⑥
４
２
２
人
リ
レ
ー
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
世
界

記
録
に
挑
戦
！

４
２
２
人
リ
レ
ー
は
、
42
・
１
９
５
km
を

１
０
０
ｍ
×
４
２
２
人
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー

●
表
彰

①
と
②(

小
学
生
４
年
〜
６
年
の
部)

は
10
位

ま
で
、
そ
の
他
は
６
位
ま
で

●
申
し
込
み
方
法

種
目
①
〜
⑤
ま
で
は
、
４
月
27
日(

金)

ま
で

に
体
育
協
会
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い(

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ)

。
⑥
の
４
２
２

人
リ
レ
ー
は
、
当
日
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
書
は
、
市
役
所
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
筑
紫
地
区
公
民
館
・
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
カ
ミ
ー
リ
ヤ
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
・
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
置

い
て
い
ま
す
。

●
参
加
料

無
料

●
そ
の
他

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
「
う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り
、

ジ
ュ
ー
ス
、
か
き
氷
」(
有
料)

が
あ
り
ま
す
。

閉
会
式
で
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
ま

す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818-

0065

市
内
大
字
諸
田
１
６
９
　
　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内

筑
紫
野
市
体
育
協
会
事
務
局

９
２
５
局
４
８
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
２
局
７
５
９
３

作
り
方

①
米
は
と
い
で
雑
穀
と
一
緒
に
普

通
の
水
加
減
で
炊
く
。
②
大
根
葉
は
熱
湯
で

塩
ゆ
で
し
、
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。
③
フ
ラ

イ
パ
ン
で
し
ら
す
干
し
と
ご
ま
、
か
つ
お
節

を
乾
煎
り
し
て
、
火
を
止
め
調
味
料
を
入
れ
、

②
を
加
え
る
。
④
炊
き
た
て
の
ご
飯
に
③
を

ま
ぜ
る
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

主
食
の
ご
飯
は
、
雑
穀
や

精
製
度
の
低
い
お
米
を
使
う
と
、
食
物
繊
維

を
多
く
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
分
の
栄
養
量

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
６
０

kcal
、
た
ん
白
質
５
・
３
ｇ
、
食
物
繊
維
１
・

８
ｇ
、
塩
分
０
・
８
ｇ

雑
穀
ご
飯

材
料(

４
人
分)

米
２
合
、
雑
穀(

麦
、
き
び

な
ど
／
写
真
は
き
び
を
い
れ
た
も
の
で
す)

、

大
根
葉(

ま
た
は
三
つ
葉
、
水
菜
な
ど)

１
／

３
把
、
し
ら
す

干
し
20
ｇ
、
し

ろ
ゴ
マ
大
さ
じ

１
、
か
つ
お
節

１
パ
ッ
ク
、
し

ょ
う
ゆ
大
さ
じ

１
と
１
／
３
、

み
り
ん
小
さ
じ

２

今
月

こ
ん
げ
つ

の
料り

ょ
う

理り

152

筑
紫
野
市
　
食
生
活
改
善
推
進
会

1
９
２
０
局
８
６
１
１
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■
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
度(

平
成
19
年
４
月
か

ら
平
成
20
年
３
月
ま
で)

の
国
民

年
金
保
険
料
は
月
額
１
万
４
１
０

０
円
で
す
。

前
も
っ
て
ま
と
め
て
納
め
る
「
前

納
」
に
す
る
と
、
保
険
料
が
安
く

な
り
ま
す
。

保
険
料
の
割
引
額
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
納
付
書
お
よ
び
口
座
振
替
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
先
は

南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所

５
５
２
局
６
１
１
１

■
学
生
納
付
特
例
の

申
請
に
つ
い
て

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
毎

年
４
月
か
ら
３
月
ま
で
で
す
。

平
成
19
年
度
の
申
請
を
す
る
場

合
は
、
４
月
か
ら
市
役
所
年
金
窓

口
で
受
付
を
し
ま
す
の
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
、
学
生
証(

コ
ピ
ー
も

可)

ま
た
は
在
学
証
明
書

※
代
理
人
の
場
合
は
、
印
鑑
、
代
理

人
の
身
分
証
明
書(

運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等)

を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
保
険
料
の

免
除
制
度
に
つ
い
て

経
済
的
理
由
や
退
職
な
ど
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。

平
成
18
年
７
月
か
ら
は
免
除
の

種
類
が
４
段
階
に
な
っ
て
い
ま

す
。

※
平
成
17
年
度
に
全
額
免
除
の
承

認
を
受
け
、
平
成
18
年
度
の
継

続
を
希
望
し
て
い
た
人
で
却
下
の

通
知
を
受
け
た
人
は
、
所
得
に
よ

り
一
部
免
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
医
療
年
金
担
当
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10

親しい間柄でも、なかなか素直に「ごめんなさい」
の一言は言えないものです。60年前に４歳の妹を
中国に一人残してきた家族。答えを間違った友だち
に、笑った事を謝る小学一年生。間違って除草剤を
使用してしまい、庭木が枯れたにも関わらず、毛虫
のせいにした植木屋。どの文章にも、愛情あふれる、
心のこもった「ごめんなさい」がいっぱい詰まって
います。
高知県の後免(ごめん)町の地名にちなんで始まっ

『「いつか離婚したい」とかんがえている
あなたへ』 武石晃一/監修(河出書房新社)
『血圧が気になる人が読む本』

桑島巌/監修(小学館)
『天使の眠り』 岸田るり子/著(徳間書店)
『戯曲アルセーヌ・ルパン』

モーリス・ルブラン/著(論創社)
『今日もしあわせになる３６５の言の葉』

ひろはまかずとし/著(河出書房新社)
『りんごの木の村で』

チャルカ/著(ヴィレッジブックス)
『いつもの野菜で薬膳する！』

加藤奈弥/著(講談社)
『おはようからおやすみまでの12のわら
べうたえほん』

小林衛己子/編(ハッピーオウル社)
『ミイラくんあそぼうよ』

にしかわおさむ/著(ＰＨＰ研究所)
『サボテンぼうやの冒険』

たむらしげる/著(偕成社)

今
月
の
オ
ス
ス
メ
新
着
本

『言えなかったごめんなさい』
高知県南国市ごめん町まちづくり委員会／監修(竹書房)

４月の図書館休館日は、２・９・16・23・25・30日です。

移動図書館車巡回表

た「ハガキでごめんなさいコンク―ル」。ちょっぴり笑って、じんわ
り泣ける「ごめんなさい」に胸がいっぱいになる一冊です。

国ここ
くく

民みみ
んん

年ねね
んん

金きき
んん

保ほほ

険けけ
んん

料りり
ょょ
うう

の
納のの

うう

付ふふ

に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
国
保
年
金
課
　
医
療
年
金
担
当

９
２
３
局
１
１
１
１

その他の新刊
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12

「
教
育
基
本
法
改
定
に
思
う
」陶山

高
度

２
０
０
７
年
２
月
15
日
、
教
育
基

本
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
基
本

法
は
、
１
９
４
７
年
３
月
31
日
、
日
本

国
憲
法
の
制
定
に
先
ん
じ
て
、
戦
前
・

戦
中
の
教
育
が
犯
し
た
誤
り
を
、
繰
り

返
す
こ
と
な
く
、
平
和
憲
法
に
示
す
日

本
国
が
掲
げ
る
理
想
の
実
現
を
目
指
す

教
育
の
在
り
方
を
明
確
に
示
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
核
と
な
っ
て
い
た
の
は
、

国
民
の
多
様
な
価
値
観
と
教
育
を
受
け

る
権
利
を
保
障
し
、
個
人
の
人
格
の
完

成
を
実
現
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
成

果
を
生
か
し
て
、
社
会
正
義
や
真
理
と

平
和
を
尊
重
す
る
国
民
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、

政
治
や
行
政
な
ど
の
権
力
が
介
入
す
る

こ
と
を
注
意
深
く
排
除
し
、
教
育
が
戦

前
の
「
国
家
目
的
の
実
現
の
手
段
」
に

さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
を
示
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
昨
今
の
教
育
現
場
の
実
情

や
、
教
育
を
取
り
ま
く
環
境
は
、
か
っ

て
な
い
困
難
な
状
況
及
び
そ
こ
か
ら
生

ず
る
教
育
課
題
を
噴
出
さ
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
多
方
面
か

ら
の
教
育
批
判
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
実

情
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
多

く
は
、
根
本
的
な
教
育
理
念
と
、
総
合

的
な
原
因
を
問
う
こ
と
か
ら
離
れ
て
、

日
々
の
現
象
的
な
事
象
か
ら
生
ず
る
も

の
に
集
約
さ
れ
矮
小
化
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
終
着
点
と
し
て
「
個
」
か

ら
「
公
」
へ
、
あ
る
い
は
、「
歴
史
的

伝
統
や
古
来
か
ら
の
文
化
な
ど
の
尊

重
、
継
承
」
な
ど
へ
の
回
帰
を
目
ざ
す

路
線
へ
と
転
換
し
よ
う
と
し
た
の
が
教

育
基
本
法
改
正
で
し
た
。
か
つ
て
日
本

が
近
代
的
教
育
制
度
を
導
入
し
た
と

き
、
明
治
天
皇
の
聖
旨
を
体
し
、「
教

学
聖
旨
」
と
い
う
文
書
を
発
布
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
時
の
元
勲
の
一
人

で
あ
る
内
務
卿
伊
藤
博
文
が
「
教
育
議
」

な
る
上
奏
文
を
呈
示
し
て
異
議
を
申
し

立
て
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
社
会
の

乱
れ
の
大
き
な
原
因
は
、
維
新
後
の
時

代
の
変
化
に
在
る
。
教
育
は
、
こ
の
弊

端
を
療
す
る
為
に
間
接
の
薬
石
た
る
に

す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
長
い
時
間
を
か

け
て
教
育
を
改
善
振
興
し
て
正
す
べ
き

で
あ
る
。
而
し
て
、
急
施
紛
更
以
っ
て

速
効
を
求
む
べ
か
ら
す
。
・
・
・
必
ず

賢
哲
其
人
あ
る
を
待
つ
。
而
し
て
、
政

府
の
宜
し
く
官
制
す
べ
き
所
に
非
ざ
る

も
の
な
り
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
伊
藤
博
文
の

こ
の
考
え
方
は
、
十
分
に
生
か
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
日
本
近
代
化
の
嵐
の
中
で

抹
殺
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
の
今

の
改
定
だ
か
ら
こ
そ
、
広
く
教
育
に
関

わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
で
、
改
正
の
結

果
、
今
日
ま
で
の
教
育
の
形
と
内
容
は

ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く
の
か
、
そ

し
て
何
よ
り
も
教
育
の
主
体
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
は
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
ど

ん
な
教
育
上
の
利
益
や
果
実
を
受
け
と

る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
逆
に
失

う
も
の
や
ゆ
が
め
ら
れ
る
も
の
は
何
も

な
い
の
だ
ろ
う
か
？
な
ど
、
十
分
に
検

証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。私

た
ち
は
、
教
育
改
革
の
責
任
を
引

き
受
け
た
の
で
す
。
し
っ
か
り
見
き
わ

め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
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●
問
い
合
わ
せ
先

教
務
課
人
権
・
同
和
教
育
担
当

■
生
け
垣
の
条
件
に
つ
い
て

生
け
垣
は
個
人
の
も
の
で
す
が
、

緑
の
街
並
み
は
市
民
全
体
共
有
の

も
の
と
い
う
考
え
か
ら
次
の
よ
う

な
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
植
栽
場
所

公
道
に
直
接
面
し
た
部
分
で
、
外

か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
。

※
生
け
垣
は
、
３
ｍ
以
上
つ
づ
く
も

の
と
し
ま
す
。

②
植
栽
方
法

生
け
垣
の
樹
種
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
樹
木
の
大
き
さ

に
は
次
の
規
格
が
あ
り
ま
す
。

▽
樹
高
１
ｍ
程
度
の
生
け
垣
用
苗
木

を
植
え
付
け
る
時
は
、
植
栽
場
所

の
横
幅
１
ｍ
当
た
り
３
本
以
上
植

栽
す
る
。

▽
樹
高
１
・
５
ｍ
以
上
の
生
け
垣
用

苗
木
を
植
え
付
け
る
時
は
、
植
栽

場
所
の
横
幅
１
ｍ
当
た
り
２
本
以

上
植
栽
す
る
。

③
そ
の
他

補
助
金
の
対
象
と
な
る
の
は
ブ
ロ

ッ
ク
塀
か
ら
新
た
に
生
け
垣
を
つ

く
る
場
合
や
、
地
形
や
区
画
を
変

更
し
た
時
に
新
た
に
生
け
垣
を
つ

く
る
場
合
で
あ
り
、
生
け
垣
の
や

り
直
し
ま
た
は
補
修
は
補
助
金
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

将
来
作
る
生
け
垣
の
大
き
さ
を
考

慮
し
、
公
道
境
界
か
ら
の
植
栽
位

置
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

生
け
垣
の
前
面(

公
道
側)

に
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど
を
併
用
す
る
場
合

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
宅
地
か
ら
の

高
さ
を
60
cm
以
下
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
補
助
金
に
つ
い
て

生
け
垣
補
助
金
は
、
生
け
垣
の
全

長
が
３
ｍ
以
上
４
ｍ
未
満
で
２
万

円
と
な
り
、
１
ｍ
増
す
ご
と
に
２

千
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
生
け
垣
の
全
長
は
、
メ
ー
ト
ル
単

位
と
し
、端
数
は
切
り
捨
て
ま
す
。

※
補
助
金
は
、５
万
円
を
限
度
と
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り

ま
す
。

■
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

①
生
け
垣
補
助
金
の
申
請
は
、
生
け

垣
を
植
え
る
前
に
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
生
け
垣
を
植
え
た

後
の
申
請
は
、
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
ら
、
職
員

が
場
所
を
確
認
し
、
補
助
金
額
を

決
定
し
ま
す
の
で
、
生
け
垣
を
植

え
る
１
週
間
前
ま
で
に
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
請
書
類
は
、
都
市
計
画
課
に
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

生いい

け
垣がが

きき

を
つ
く
る
と
補ほほ

助じじ
ょょ

金きき
んん

が
で
ま
す

筑
紫
野
市
で
は
、
潤
い
の
あ
る
緑

の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
生
け

垣
の
設
置
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
市
民
ま
た
は
こ
れ
か
ら
市

内
に
住
も
う
と
す
る
人
で
、
新
た
に

生
け
垣
を
設
置
す
る
場
合
に
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
　
計
画
担
当

CHIKUSHINO CITY 2007.4.1

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1９２３局１１１１)にお願いします
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【問い合わせ先】　生涯学習課 
1９１８局３５３５　９１８局３５３５　FAX９２３局０４１６９２３局０４１６ 
【問い合わせ先】　生涯学習課 
1９１８局３５３５　FAX９２３局０４１６ 
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ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

ー
ト
ゥ
ー
百
音

こ
れ
か
ら
の
人
生
、

素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
奏
で
て
ね

寺
てらさき

百
も

音
ね

ちゃん　３歳
（４月９日生まれ）二日市北

お 知 ら せ コ ー ナ ー

14

お誕生日の思い出に……３歳まで

★４月生まれ★八
や

尋
ひろ

大
やま

和
と

ちゃん　１歳
（４月24日生まれ）阿志岐

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑

顔
の
大
和

我
が
家

の
宝
物
で
す
！
そ
の

笑
顔
を
忘
れ
ず
、
元

気
一
杯
育
っ
て
ね
！

栗
くり

原
はら

涼
りょう

輔
すけ

ちゃん　１歳
（４月２日生まれ）塔原東

や
ん
ち
ゃ
で
元
気
な

涼
ち
ゃ
ん

誕
生
日

お
め
で
と
う
！
沢
山

食
べ
て
元
気
に
す
く

す
く
と
育
っ
て
ね
!!

お
誕
生
日
お
め
で
と

う

い
つ
も
笑
顔
を

あ
り
が
と
う
。
元
気

に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

足
あ

立
だち

光
み

優
ゆう

ちゃん　１歳
（４月２日生まれ）塔原東

い
つ
も
笑
顔
の
み
ゆ

う
ち
ゃ
ん

こ
れ
か

ら
も
み
さ
き
姉
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
大
き
く

な
っ
て
ね

草
くさ

部
べ

竜
りゅう

之
の

介
すけ

ちゃん　１歳
（４月25日生まれ）若江

お
し
ゃ
べ
り
に
う
た

に
お
ど
り
が
上
手
な

あ
や
ち
ゃ
ん

２
歳

お
め
で
と
う

元
気

に
大
き
く
な
っ
て
ね

江
え

口
ぐち

大勇
だい

ちゃん　２歳
（４月３日生まれ）紫

も
う
２
歳
だ
ね
！
大

勇
が
産
ま
れ
て
か
ら

パ
パ
も
マ
マ
も
毎
日

が
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
あ
り
が
と
う

中
なか

村
むら

玄
げん

樹
き

ちゃん　２歳
（４月６日生まれ）常松

と
っ
て
も
元
気
な
玄

樹
く
ん
、
い
つ
も
お

り
こ
う
さ
ん
で
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら

も
大
活
躍
し
て
ね
。

松
まつ

尾
お

一
いっ

慶
けい

ちゃん　２歳
（４月２日生まれ）二日市北

２
歳
の
お
誕
生
日
お

め
で
と
う

元
気
で

優
し
く
、
強
い
子
に

育
っ
て
ね
!!
一
慶
の

笑
顔
が
大
好
き

野
の

口
ぐち

日
ひな

向
た

ちゃん　３歳
（４月６日生まれ）筑紫

ひ
な
ち
ゃ
ん
の
笑
顔

を
見
る
と
ポ
カ
ポ
カ

し
た
気
持
ち
に
な
り

ま
す

魔
法
み
た
い

ネ

立
たて

石
いし

朋
とも

也
や

ちゃん　３歳
（４月４日生まれ）紫

ト
ー
マ
ス
大
好
き
「
こ

れ
と
ー
こ
れ
と
ー
」

欲
し
い
物
い
っ
ぱ
い
。

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
１
つ
だ
よ

◎このコーナーの申し込みは…
★誕生月の３カ月前から受け付けます。
★電話で申し込み順に定員22人まで受け
付けます。（先着順）
★７月生まれのお子さんの受付は４月

３日(火)、８時30分からです。

【申し込みは秘書広報課まで】

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
み
な
さ
ん
の
た
め
の
教
室

で
す
。

●
日
　
時

５
月
31
日(

木)

、
13
時
〜
15
時

●
場
　
所

カ
ミ
ー
リ
ヤ
２
階

●
内
　
容

・
助
産
師
の
話(

妊
娠
中
と
産
後
の
過
ご
し
方
、

出
産
や
育
児
に
つ
い
て)

・
参
加
者
同
士
の
交
流
や
個
別
相
談
　
な
ど

●
参
加
費

５
０
０
円

●
定
　
員

20
組

●
持
参
品

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
「
氏
名
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
番
号
・
参
加
時
の
妊
娠
週
数
・
出
産
予

定
日
・
家
族
参
加
の
有

無
」
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

●
受
付
開
始

４
月
23
日(

月)

の

９
時
か
ら
受
付
開
始
。

●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内

健
康
推
進
課

９
２
０
局
８
６
１
１

F
A
X
９
２
６
局
６
０
０
６ 参ささ

んん

加かか

者しし
ゃゃ

募ぼぼ

集しし
ゅゅ
うう

家家家家かか

族族族族ぞぞ
くく

学学学学がが
っっ

級級級級きき
ゅゅ
うう

針
はりさき

彩
あや

ちゃん　２歳
（４月15日生まれ）上古賀

CHIKUSHINO CITY 2007.4.1



お 知 ら せ コ ー ナ ー
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有料広告

あ
ん
な
い

ぼ
し
ゅ
う

サ
ー
ク
ル

会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー
ク
ル
に
直

接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空か
ら

手て

●
場
所
・
日
時
　
▽
筑
紫
小
学
校
体
育

館
　
毎
週
火
曜
日
、
17
時
〜
18
時

▽

筑
紫
東
小
学
校
体
育
館
　
毎
週
木
曜

日
、
17
時
〜
18
時
　
▽
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
　
毎
週

金
曜
日
、
18
時
〜
20
時
　
●
対
象

３
歳
以
上
　
●
問
い
合
わ
せ
先

進
谷

(

０
９
０)

１
３
４
６
局
８
０
３
０

施し

設せ
つ

訪ほ
う

問も
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ひ
ま
わ
り

老
人
ホ
ー
ム
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
訪
問
し
、
入
居
者
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
歌
や
踊
り
、

そ
の
他
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野

９
２
７
局

３
２
５
６

ち
く
し
卓た

っ

球き
ゅ
う

ク
ラ
ブ

初
心
者
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時

毎
週
月
曜
日
、
15
時
〜
17

時
　
●
場
所

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
　
●
問
い
合
わ
せ
先

松
永

９
２
５
局
１
１
３
５

ち
く
し
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

現
在
部
員
数
50
人
。
女
性
の
部
が
大

人
気
で
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
美
容
と
健

康
増
進
を
！
初
心
者
大
歓
迎
！

●
日
時

毎
週
日
曜
日
、
７
〜
９
月
は

８
時
、
10
〜
６
月
は
９
時
　
※
毎
月
第

３
日
曜
日
は
筑
紫
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ト

ラ
ッ
ク
練
習
会
　
●
集
合
場
所

天
拝

ダ
ム
管
理
棟
前
　
●
コ
ー
ス

天
拝
湖

周
回

●
問
い
合
わ
せ
先
　
大
石

９

２
６
局
０
８
６
３
HPhttp://w

w
w
5f.

biglobe.ne.jp/ ̃chikuR
C

弓
道
に
興
味
が
あ
る
人
や
も
う
一
度

基
本
か
ら
学
び
た
い
と
考
え
て
い
る
人

を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。
気
軽
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
期
間

５
月
９
日(

水)

〜
６
月
８
日

(

金)

の
毎
週
水
・
金
曜
日
で
計
10
回

●
時
間

昼
の
部
は
14
時
〜
16
時
、
夜

の
部
は
20
時
〜
22
時
　
●
場
所

山

家
ス
ポ
ー
ツ
公
園
弓
道
場

●
参
加
費

２
千
円

●
申
し
込
み
締
切

４
月

30
日(
月)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

田
中

(
０
９
０)

２
０
８
４
局

３
１
９
６

生し
ょ
う

涯が
い

ス
ポ
ー
ツ
推す

い

進し
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

初し
ょ

心し
ん

者し
ゃ

弓き
ゅ
う

道ど
う

教き
ょ
う

室し
つ

市し

民み
ん

テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ダ
ブ
ル
ス
団だ

ん

体た
い

Ｂ
級き

ゅ
う

大た
い

会か
い

●
日
時

４
月
15
日(

日
）、
９
時
〜(
８

時
30
分
受
付)

※
雨
天
時
は
４
月
22

日(

日)

●
場
所

山
家
ス
ポ
ー
ツ
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
●
定
員

36
チ
ー

ム

●
参
加
費

１
チ
ー
ム
８
千
円

(

協
会
加
盟
員
４
千
円)

●
申
し
込
み

方
法

参
加
費
を
事
務
局
へ
直
接
持
参

ま
た
は
現
金
書
留
で
郵
送
　
※
加
盟
ク

ラ
ブ
名
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明

記
の
こ
と
　
●
申
し
込
み
締
切

４
月

５
日(

木)

必
着
　
●
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先

〒
818-

0041

市
内
上
古
賀

３
‐
６
‐
７
　
筑
紫
野
市
テ
ニ
ス
協
会

９
２
３
局
８
１
９
０
　

社し
ゃ

交こ
う

ダ
ン
ス

初
め
て
の
人
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ク

ル
で
す
。
健
康
づ
く
り
や
友
達
づ
く
り

を
一
緒
に
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
見

学
歓
迎
！

●
日
時

▽
毎
週
水
曜
日
、
19
時
〜

21
時
　
●
場
所

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
●
問
い
合
わ
せ
先

井
上

９
２
３
局
０
０
８
５

●
職
種
　
裁
判
所
事
務
官
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種

お
よ
び
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
Ⅰ
種

●
受
付
期
間

４
月
２
日(

月)

〜
16
日

(

月)

●
第
１
次
試
験
日

５
月
27
日

(

日)

●
受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月

２
日
〜
昭
和
61
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
　
●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書

裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
地
方
裁
判
所

事
務
局
人
事
課

７
８
１
局
３
１
４
１

▽
福
岡
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

７
１
１
局
９
６
５
１

平へ
い

成せ
い

19
年ね

ん

度ど

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

職し
ょ
く

員い
ん

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

●
職
種
　
警
察
官
Ａ(

男
性)

・
警
察
官

Ａ(

女
性)
・
警
察
官
Ａ(

武
道
指
導)

・

警
察
官
Ｃ(

専
門
捜
査
官)

●
受
付
期

間

４
月
２
日(

月)
〜
23
日(

月)

●

第
１
次
試
験
日

５
月
13
日(
日)

●

受
験
資
格

い
ず
れ
も
大
学
卒
業
程
度

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書

県
内
の

警
察
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
採
用
予

定
人
数
や
２
次
試
験
な
ど
、
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ

せ
先

筑
紫
野
警
察
署
総
務
課
総
務
係

９
２
９
局
０
１
１
０

平へ
い

成せ
い

19
年ね

ん

度ど

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

警け
い

察さ
つ

官か
ん

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス

ダ
ン
ス
で
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
？
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
心
も
体
も
軽
や
か
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
！

●
日
時

▽
毎
週
土
曜
日(

月
３
回)

、

20
時
〜
22
時
　
●
場
所

勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
　
●
問
い
合
わ
せ
先

森
山

９
２
４
局
２
１
４
７
（
17
時
以
降
）
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●
日
時

４
月
19
日(

木)

、
13
時
〜
16

時(

１
人
30
分
程
度)

●
場
所

福
岡

法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相
談
室
　
●
相

談
担
当

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
派

遣
弁
護
士
　
●
相
談
受
付

４
月
10

日(

火)

、
８
時
30
分
以
降
電
話
に
よ
る

予
約
制(

先
着
６
人)

※
資
力
基
準
を

満
た
す
人
が
対
象
の
た
め
、
予
約
の
際

に
収
入
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法

務
局
筑
紫
支
局

９
２
２
局
２
８
８
１

無む

料り
ょ
う

法ほ
う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

所じ
ょ

定て
い

例れ
い

人じ
ん

権け
ん

相そ
う

談だ
ん

所じ
ょ

●
日
時

４
月
25
日(

水)

、
10
時
〜
15

時
　
※
予
約
不
要
　
●
場
所

筑
紫
野

市
役
所
第
５
・
６
会
議
室
　
※
近
隣
市

町
で
の
開
催
は
、
４
月
３
日(

火)

春
日

市
役
所
、
４
月
５
日(

木)

大
野
城
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
●
相
談
担
当

人

権
擁
護
委
員
　
●
相
談
内
容

い
じ

め
・
差
別
・
虐
待
・
近
隣
や
家
庭
内
の

そ
う
だ
ん
（
無む

料り
ょ
う

）

エ
イ
ズ
・
性せ

い

感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
う

検け
ん

査さ

エ
イ
ズ
と
性
感
染
症(

梅
毒
・
ク
ラ

ミ
ジ
ア)

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検

査
は
無
料
で
匿
名
も
可
能
で
す
。
エ
イ

ズ
検
査
の
結
果
は
、
１
時
間
程
度
で
わ

か
り
ま
す
。
性
感
染
症
は
、
１
週
間
後

が
結
果
説
明
で
す
。

●
検
査
日
時

毎
週
火
曜
日
、
９
時
〜

11
時(

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く)

※
予

約
不
要
　
●
場
所

筑
紫
保
健
福
祉
環

境
事
務
所(

大
野
城
市)

●
問
い
合
わ

せ
先

性
感
染
症
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

５

８
２
局
２
５
２
２

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

催
もよお

し物
もの

のお知
し

らせ

☆ 春のおたのしみ会　おもちゃ箱ミニミニパーティー ☆

おはなしどんどんによるおはなしや音楽、人形劇など楽

しいことがいっぱいの講座です。

・日時　４月７日(土)、14時～15時30分

・場所　市民図書館集会室

・参加費　無料

・申し込み　不要

「子どもの読書の日」および「こどもの読書週間」の一環と

して２つの人形劇を行います。どんなおはなしでしょう？

・日時　４月21日(土)、14時～15時(13時45分開場)

・場所　市民図書館集会室

・参加費　無料

・定員　100人

・受付開始　４月３日(火)、10時から

・申し込み方法　図書館カウンターまたは電話で申し込み

●申し込み・問い合わせ先

市民図書館　 ９２８局４３４３

子
こ

ども読
どく

書
しょ

推
すい

進
しん

公
こう

演
えん

会
かい

人形劇団チャパ「かめのトランキラ」
「なんだこりゃたまご」

子
こ

どもと読
どく

書
しょ

講
こう

座
ざ

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
で
す
。
汗
を
か
い
て
身
体
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

●
場
所
・
日
時
　
▽
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
水
、
土
曜
日
、

９
時
40
分
〜
10
時
40
分
　
木
曜
日
、

11
時
〜
12
時

▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
　
毎
週
金
曜
日
、
11
時
〜
12
時

●
問
い
合
わ
せ
先

藤
瀬

９
２
７
局

０
３
６
４少し

ょ
う

年ね
ん

ラ
グ
ビ
ー

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
君

の
挑
戦
を
待
っ
て
ま
す
。
丸
く
な
い
ラ

グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？

●
日
時

毎
週
日
曜
日
、
９
時
〜
12

時(
４
月
８
日
、
15
日
に
体
験
会
を
実

施)
●
場
所

第
一
経
済
大
グ
ラ
ウ

ン
ド
　
●
対
象

幼
稚
園
児
年
中
以

上
、
小
学
生
、
中
学
生
　
●
問
い
合
わ

せ
先

阿
部

９
２
１
局
８
４
７
３

も
め
ご
と
な
ど
の
人
権
問
題
　
※
福
岡

法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、
職
員
が
毎
日

(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く)

、
人
権
擁

護
委
員
が
月
・
水
・
金
曜
日
に
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

９
２
２
局
２

８
８
１

水す
い

墨ぼ
く

画が

基
礎
に
な
る
技
法
を
楽
し
く
学
べ
ま

す
。
初
心
者
大
歓
迎
！

●
日
時

▽
第
２
・
４
水
曜
日
、
10

時
〜
12
時
　
▽
第
２
・
４
木
曜
日
、

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
　
●
場
所

御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
●
問

い
合
わ
せ
先

▽
水
曜
日
教
室(

伊
藤)

９
２
３
局
４
７
１
３
　
▽
木
曜
日
教

室(

鬼
木)

９
２
２
局
１
９
６
３
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健
けん

康
こう

アドバイス日
び

健康づくりや育児について、保健師・栄養士・健

康運動指導士が相談に応じます。

●日時 毎週火曜日(祝日を除く)９時～12時・13

時～16時(第３火曜日は18時～20時も可) ※栄養

士による相談は午後のみ　●場所 カミーリヤ　●

申し込み方法 電話またはFAXで予約　●申し込

み・問い合わせ先 市健康推進課 920局8611

FAX926局6006

からだとこころの健
けん

康
こう

ダイヤル
市健康推進課では健康づくりや育児についての電

話相談を受けています。気軽にお電話ください。

●相談電話番号 920局8611

育
いく

児
じ

相
そう

談
だん

保健師・助産師・栄養士・歯科衛生士・保育士が

子育てに関する相談に応じます。(計測のみも可。)

●場所・日時 ▽文化会館：４月４日(水) ▽カミ

ーリヤ：４月18日(水) 両日とも13時30分～14時

30分　●対象 就学前の子どもと保護者(予約不要)

●持参品 母子健康手帳　●問い合わせ先 市健康

推進課 920局8611

結
けっ

婚
こん

相
そう

談
だん

●日時 毎月第１・３日曜日、10時～15時　●場

所 カミーリヤ　●問い合わせ先 市社会福祉協議

会 920局8008

心
しん

配
ぱい

ごと相
そう

談
だん

●日時 毎週火曜日、10時～15時　●場所 市福

祉事務所相談室　●問い合わせ先 市社会福祉協議

会 920局8008

高
こう

齢
れい

者
しゃ

法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

●日時 毎月第２木曜日の13時30分～16時30分

●場所 市役所第３別館介護保険課内相談室　●相

談員 県司法書士会指定の司法書士　●申し込み方

法 事前に電話で予約　●申し込み・問い合わせ先

市介護保険課 923局1111

成
せい

人
じん

歯
し

科
か

検
けん

診
しん

の対
たい

象
しょう

年
ねん

齢
れい

と受
じゅ

診
しん

期
き

間
かん

が変
か

わりました

今までの成人歯科検診は、一定の年齢に達する人が、決めら

れた１カ月の間に受診しなければなりませんでしたが、４月か

らは、一定の年齢に達する人が１年間の間に受診できるように

なりました。(対象者の年齢区分に一部変更があります。)

［対象者］平成20年４月１日時点で16歳～40歳、50歳、60歳、

70歳の誕生日を迎えている人、または妊婦 ［受診期間］平成

19年４月１日～平成20年３月31日　［受診場所］健康カレン

ダーに記載の医療機関　※休診日・診療時間は医療機関で異な

りますので事前の予約が必要です。 ［持参品］健康カレンダ

ーに同封の成人歯科検診受診券　［料金］１,０００円(検診の

み、治療は含まれません)ただし、70歳の人、市民税非課税世

帯の人、生活保護世帯の人は無料です。

※転入や紛失などで成人歯科検診受診券を持っていない人は健

康推進課まで問い合わせください。

※妊婦歯科検診の詳細については、母子健康手帳交付時に説明

します。

※平成19年３月31日までに母子健康手帳の交付を受けた人で、

歯科検診を未受診の人は成人歯科検診受診券の代わりに、母　

子手帳でも受診ができます。

※検診が受けられるのは期間中1回のみです。

母
ぼ

子
し

健
けん

康
こう

手
て

帳
ちょう

の交
こう

付
ふ

が集
しゅう

団
だん

交
こう

付
ふ

になりました

今までの母子健康手帳の交付は、毎週月～金曜日に随時行っ

ていましたが、４月からは、集団交付に変わり、助産師の話や

個別相談が受けられるようになりました。

［日時］毎週火曜日(第５火曜日、祝日を除く）、10時～10時20

分受付　※30分程度の説明があります。 ［場所］カミーリヤ

２階介護研修室・和室　［対象］妊娠した人　［内容］手帳の

交付、市保健事業紹介、助産師の話(希望者)、個別相談　［持

参品］妊娠届出書(健康推進課にもあります) ※代理の人でも

結構です。

●問い合わせ先 市健康推進課　 ９２０局８６１１



2月の交通事故 
　発生件数……… 
　　　累計……… 
　死者数………… 
         累計……… 
　傷者数………… 
         累計………   
　物件事故……… 
         累計……… 
※（　）は前年比、累計は１月から 

  55件 
111件（－20） 
0人 

    0人（±0） 
  75人 
157人（＋12） 
193件 
418件（＋46） 
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市
し

役
やく

所
しょ

1９２３局１１１１

I n f o rm a t i o n

上下水道部業務課料金担当‥‥‥‥‥‥‥‥‥1923局7111
上下水道部業務課給排水担当‥‥‥‥‥‥‥‥1923局7172
山口出張所（山口コミュニティセンター）‥‥1922局2551
筑紫出張所（筑紫地区公民館）‥‥‥‥‥‥‥1926局2913
山家出張所（山家コミュニティセンター）‥‥1926局2809
御笠出張所（御笠コミュニティセンター）‥‥1922局2601
二日市コミュニティセンター‥‥‥‥‥‥‥‥1920局5123
筑紫南コミュニティセンター‥‥‥‥‥‥‥‥1919局8400
生涯学習センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1918局3535
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1928局4343
歴史博物館「ふるさと館ちくしの」‥‥‥‥‥1922局1911
五郎山古墳館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1927局3655
解放センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局4136
総合保健福祉センター「カミーリヤ」‥‥‥‥1920局8000
竜岩自然の家‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1921局3455
文化会館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1925局4321
勤労青少年ホーム‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1925局4801
農業者トレーニングセンター‥‥‥‥‥‥‥‥1923局6290
山家スポーツ公園‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局6636
宝満環境センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局5300
筑慈苑（斎場）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局1892
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1920局8008
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1919局7755
筑紫野警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1929局0110
筑紫野消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1924局5034
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よう
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【対象者には個人通知をします】

○受け方 健診票が届いたら、通知文に記載の小児科医

院へ予約する。 ○持参品 母子健康手帳、健診票

○日時 ４月11日(水)、13時～14時　○場所 カミー

リヤ　○持参品 母子健康手帳、使っている歯ブラシ

○日時 ４月12日(木)、26日(木) 13時～14時　※人

数の都合で月２回に分けて開催　○場所 カミーリヤ

○持参品 母子健康手帳、健診票、尿

離
り

乳
にゅう

食
しょく

教
きょう

室
しつ

○対象者 生後２カ月～1歳まで離乳食を始める赤ちゃ

んとその家族　○定員 25組　○日時 ５月11日(金)、

10時～12時　○場所 カミーリヤ２階和室　○内容

離乳食の講話、試食　○料金 １００円　○申し込み方

法 電話またはFAXで、教室名・日程・氏名・住所・電

話番号・赤ちゃんの名前・生年月日をお知らせください。

※献立の関係で、赤ちゃんに食物アレルギーがある場合、

申し込み時にお知らせください。 ○受付開始　４月16

日(月)、９時～　○持参品 母子健康手帳、筆記用具

申し込み・問い合わせ先
健康推進課　 920局8611 FAX920局6006

４カ月児・10カ月児・１歳６カ月児健康診査

３歳児健康診査　※受診は誕生日の翌月です。

１歳10カ月児歯科健診
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